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第 3 章ではWiegmann の手法の問題点を明らかにし，基底状態を正確に記述するためには「束縛状
態」の解が重要であることを指摘している。それに従って基底エネノレギー，帯磁率等の厳密解を求め，
さらに以下で述べる有限温度の場合の取り扱いも可能にしている。
第 4 章では第 3 章の厳密解を有限温度に拡張し その熱力学的性質を調べている。得られた結果を希
薄合金系の近藤効果に応用し「クーロン相互作用に起因する多体効果」という観点から近藤効果の包括
的取り扱いを行っている。
第 5 章で、は希土類Ce ， Yb 元素を不純物として含む希薄合金系を対象として，前章までの厳密解を軌
道縮退および結晶場がある場合に拡張して，物理量の計算を実行している。得られた結果を Ce • Yb 
化合物系lζ応用し これらの物質における帯磁率，比熱の温度変化が本研究のモデノレで定性的に説明で、
きる乙とを示し， Ce. Yb化合物系の系統的研究には「不純物描像J が良い出発点となっていることを
指摘している。
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ている。そして Ce , Yb を含む系の解明を試み 電子比熱の温度変化等で実験結果と良い一致を得
ている。
(4) 物質表面の研究にアンダーソンハミノレトニアンが近年盛んに用いられていることに触れ，一部近似
論を用いるものの，乙乙で用いた方法で表面lとより散乱される原子の電子状態が計算できる乙とを指
摘し，乙こでの議論が表面研究にも利用できる乙とを示している。
以上のように本論文は，金属材料の研究には不可欠な不純物の存在による金属電子状態の変化に対す
る基礎的且つ正確な計算を行い，さらに表面研究にも利用できることを指摘するなど，学術面のみなら
ず応用面においても重要な貢献をなすものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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